
救急・応急処置（ＡＥＤ心肺蘇生法）

1 肩をたたきながら声をかける

2 反応がなかったら、大声で助けを求め
　　　　　 119番通報とＡＥＤ搬送を依頼

3 呼吸を確認する

4 普段通りの呼吸がなかったら、すぐに胸骨圧迫
を行う

5 胸骨圧迫の強さと速さ

肩をたたきながら耳元で呼びかけ、意識の 

有無を確かめます。 

※頭や首に怪我が疑われる場合はゆすった 

り、動かさないようにしましょう。 
 

意識がなければ周囲の人に、「誰か来てください！」 

「119番通報してください」 

その場所にAEDがあれば「AED持ってきてください」と 

大きな声で応急手当の協力を求めます 

死戦期呼吸というものがあり、しゃくり

あげるようなゆっくりとした不規則な

呼吸が見られることがあります。その

場合は呼吸なしと判断します。 

※胸骨圧迫小児(必要に応じて）・乳児の場

合 



5 胸骨圧迫の後、人工呼吸を２回行う

6 ＡＥＤの装着

7 電気ショックの必要性はＡＥＤが判断し、必
要がある場合は電気ショックを行う

8 ショックボタンを押す

口対口の人工呼吸がためらわれる場合 

血液や嘔吐物などにより感染危険がある場合 
人工呼吸を行わず、胸骨圧迫を続けます 

※上手く行かない場合でも、人工呼吸は２回まで 



9 心肺蘇生法を継続する

 ●到着した救急隊に情報を伝える 

※到着した救急隊員に引き継ぐまでは、電極パッドをはがさずAEDの電源も入れたままにしておきます。 

※救急隊が到着したら、倒れていた状況、実施した応急手当、ＡＥＤによる除細動を加えた回数などを伝えます。 

３０回（胸骨圧迫）：２回（人工呼吸）は全年齢共通です 


